















































＊ 東洋大学アジア文化研究所客員研究員；Asian Cultures Research Institute, Toyo University, 5-28-20, Hakusan, 















































































































































で観光年が打ち上げられ，Visit Trengganu Year （1997），Visit Kelantan Year （1998），Visit 
Penang Year （1999），Visit Negeri Sembilan Year （1999）と続いた。これとの関係で，連邦政府
は公務員を中心に週休二日制を段階的に導入するようになり，さらに1999年には「マレーシアで休



























るを得ないといえる。1999年のVisit Negeri Sembilanを契機にPesta Persukuan Adat Perpatih
（Adat Perpatih 母系氏族祭り）が始まり，今日まで毎年開催されている（4）。その内容はどのような
もので，他にどのような形でミナンカバウ・アイデンティティは商品化されているかについては，
またの機会にあらためて論じてみたい。
（4）　写真の右にあるのは古い王宮で建築はミナンカバウ様式と異なる。他方「2014」の右にあるスケッチは明らか
にミナンカバウ的屋根の輪郭である
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